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北
上
山
地
の
稗
、

風
見
え
書

ー

l
後
準
地
域
の
諾
僚
件

l
i

青
森
・
岩
手
爾
鯨
に
ま
た
が
る
北
上
山
地
は
、
ヅ
ャ

1
ナ
リ
ス

テ
ィ

y
ク
に
「
日
本
の
チ
ベ
ッ
ト
」
な
ど
と
よ
ば
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
名
構
の
で
て
く
る
わ
け
は
、
そ
こ
が
日
本
の

一
つ
の
後
進
地
帯
で
あ
る
こ
と
が
、
一
般
に
感
ぜ
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
ヒ
エ
(
稗
)
と
い
う
一
つ
の
作
物
を
と
っ

て
、
こ
の
地
帯
の
性
格
や
艶
貌
に
ふ
れ
て
み
よ
う
。

ヒ
エ
の
消
長
の
意
味

統
計
に
よ
る
と
、
明
治
初
期
の
と
エ
は
全
圏
で
一
一
寓
町
歩
、

一
O
O寓
石
で
あ
る
が
(
勤
農
局
、
明
治
十
年
金
図
農
産
表
)
、
最
近

は
三
・
三
寓
町
歩
、
四
四
禽
石
に
へ
っ
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
な

か
か
ら
、
北
海
道
を
除
く
と
、
二
・
五
寓
町
歩
、
一
二
八
寓
石
で
、
過

去
八
十
年
間
に
、
日
本
内
地
で
作
付
面
積
に
し
て
七
七
%
、
牧
穫

石

育巨

郎

田

ヨた

高
に
し
て
六
二
%
の
減
少
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は

明
治
以
来
の
日
本
の
工
業
化
に
と
も
な
い
、
農
村
に
お
け
る
商
品

化
作
物
の
増
加
、
し
た
が
っ
て
雑
穀
の
減
少
を
示
す
一
例
で
あ
ぺ

て
、
ヒ
エ
の
み
で
な
く
ア
ヲ
な
ど
に
づ
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
見

ら
れ
る
。
(
た
だ
ア
ヲ
、
ナ
タ
ネ
、
ワ
夕
、
ア
サ
、
ア
イ
な
ど
が
、

明
治
三
十
年
代
、
す
な
わ
ち
日
本
の
産
業
革
命
期
に
入
る
と
へ
り

は
じ
め
て
い
る
の
に
封
し
、
ヒ
エ
は
も
っ
と
早
く
か
ら
へ
り
は
じ

め
、
産
業
革
命
期
に
入
る
と
、
き
わ
め
て
念
速
に
減
少
し
た
と
こ

ろ
が
ち
が
う
J

し
か
し
こ
れ
を
地
域
的
に
み
る
と
、
既
に
明
治
初
期
に
、
河
内
・

和
泉
・
揖
津
・
山
城
の
諸
固
に
は
、
ヒ
エ
の
作
付
は
全
然
み
ら
れ

ず
、
そ
の
他
の
近
畿
、
山
陽
、
山
陰
の
諸
地
方
に
も
少
な
く
、
九

州
の
筑
紫
平
野
、
東
北
地
方
で
も
山
形
・
米
津
・
秋
田
・
仙
墓
等

2O(J 
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そ
れ
が
る
一
図
的
に
減
少

す
る
と
と
も
に
、
上
記
の

J

戸

主

産

地

で

も

、

長

野

、

群

馬
、
栃
木
、
山
梨
の
諸
購
で
ま
ず
へ
り
、
明
治
三
十
年
ご
ろ
ま
で

に
明
治
初
期
の
三
分
の
二
以
下
と
な
る
が
、
岐
阜
、
/
静
岡
等
の
諸

第1圃 明治初期のヒエの産地
1豊富500町歩.xは250町歩前後.大型，郡別に示

す.明治寸年金圃農産表による。 A

..0 
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の
平
野
で
は
、
物
産
と
し

て
は
い
う
に
た
り
な
い
t

(
勤
業
寮
、
府
燃
物
産
表
、
明

あ
る
い
は
前
出
、

治
七
年
、

t . . 
0 

会
図
農
産
表
)
。
営
時
の
主

産
地
と
し
て
あ
げ
る
こ
と

の
で
き
る
の
は
、
関
東
北

部
・
西
部
、
甲
信
飛
駿
遠

北
陸
の
中
部
地
方
、
奥
視

の
東
北
部
(
陸
奥
、
陸
中
、

陸
前
)
で
、
こ
れ
ら
の
諸

地
方
で
産
額
の
六
三
%
、

反
別
の
六
O
%
を
占
め
て

い
る
。

鯨
で
は
、
へ
り
は
じ
め
た
の
も
、
ま
た
三
分
の
ニ
ま
で
減
っ
た
の

も
、
も
っ
と
お
く
れ
る
。
(
四
園
の
高
知
・
〔
徳
島
祖
谷
山
地
〕
、
九

州
の
宮
崎
、
熊
本
〔
阿
蘇
九
重
山
地
〕
な
ど
で
は
、
明
治
二
O
l

三
O
年
ご
ろ
に
、
一
時
的
に
増
加
さ
え
し
て
い
る
。
)
こ
れ
は
一
園

に
と
っ
て
一
つ
の
現
象
が
、
そ
の
護
現
・
泊
長
・
衰
誠
に
あ
た
っ

て
は
地
域
的
に
あ
ら
わ
れ
、
し
た
が
っ
て
地
域
枇
舎
の
先
進
性
、

後
進
性
が
問
題
と
な
る
一
例
で
あ
っ
て
、
同
じ
こ
と
は
日
本
の
産

業
革
命
進
行
中
に
お
け
る
棉
作
に
つ
い
て
も
い
え
る
(
拙
著
、
地
理

挙
国
卓
舎
談
、
ニ

O
九
頁
参
照
)

0

以
上
が
ヒ
エ
に
闘
す
る
大
韓
の
全
国
的
な
明
治
以
後
の
統
計
的

事
賞
で
あ
る
が
、
岩
手
・
青
森
の
二
牒
は
明
治
初
期
の
二
・
七
禽
町

歩
(
明
治
十
年
)
、
二
了
四
寓
石
(
明
治
七
年
)
が
、
明
治
中
期
に
は

一
一
・
七
寓
町
歩
(
明
治
二
十
八
年
〉
、
四
三
寓
石
(
明
治
二
十
一
年
)
と

な
り
、
大
正
中
期
(
大
正
七
年
)
一
了
七
寓
町
歩
、
四
四
寓
石
、
現
在

一
一
・
一
寓
町
歩
、
二
九
寓
石
と
な
っ
て
い
て
、
明
治
初
期
と
最
近
と

の
作
付
面
積
を
比
較
す
る
と
、
岩
手
懸
は
七
O
%
に
、
青
森
牒
は

六
O
%
に
な
っ
た
だ
け
で
、
全
園
的
に
高
く
(
栃
木
・
岐
阜
雨
牒

が
一
五
%
前
後
、
そ
の
他
の
主
産
地
府
懸
は
す
べ
て
明
治
初
期
の

一
O
M
以
下
に
へ
っ
て
い
る
)
、
し
た
が
っ
て
ヒ
エ
の
全
国
比
率

207 
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一

橋

論

叢

第

三

十

五

巻

は
岩
手
・
青
森
雨
前
桝
に
お
い
て
、
相
封
的
に
増
大
し
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。

第
三
銃

北
上
山
地
に
お
け
る
ヒ
エ
の
重
要
性

巳
エ
は
も
と
畑
作
穀
物
と
し
て
は
、
ア
ヲ
と
な
ら
ん
で
全
園
的

に
重
要
な
地
位
に
あ
っ
た
。
と
く
に
商
品
化
過
程
の
お
く
れ
た
農

村
地
訪
ヴ
は
、
自
給
作
物
と
し
て
ム
ギ
に
つ
い
で
重
要
な
も
の
で

あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
備
荒
作
物
、
あ
る
い
は
新
問
、

と
く
に
干
拓
新
田
の
作
物
と
し
て
は
も
っ
と
も
有
款
な
も
の
で
あ

っ
た
。

(
註
)
農
業
金
書
「
ひ
ゑ
に
水
陸
心
二
種
あ
り
、
是
尤
い
や
し
き

穀
と
い
へ
ど
も
、
六
穀
白
内
に
て
下
賎
を
や
し
な
び
、
上
穀
心
不
足

を
助
け
、
飢
鎧
を
救
ひ
、
叉
牛
馬
の
倒
、
来
に
水
皐
に
も
さ
の
み
損

U
〈

粍
せ
ず
、
回
稗
は
下
き
津
な
ど
の
、
稲
白
よ
か
ら
ぬ
所
に
作
る
ぺ

し
、
畑
び
ゑ
は
山
谷
白
き
か
し
く
、
他
の
作
り
物
は
出
来
ざ
る
所
に

や
き
う
ち
な
ど
し
て
多
く
作
れ
ば
、
利
を
得
る
物
な
り
(
中
略
)
叉

一
耳
、
是
下
日
間
の
穀
に
し
て
世
人
賎
め
軽
し
む
と
い
へ
共
、
な
み

y
¥

白
地
に
も
能
い
で
き
、
賞
多
く
飯
に
し
粥
に
し
餅
に
作
り
、
其
功
粟

に
も
さ
の
み
劣
ら
ざ
る
も
白
な
り
、
土
地
の
像
計
あ
る
所
に
て
は
、

必
多
く
作
り
て
、
上
穀
の
助
と
な
ナ
ぺ
し
、
和
感
心
地
に
作
れ
ば
甚

み
m
U

り
多
き
物
な
り
、
き
れ
ば
極
め
て
下
口
聞
の
穀
な
り
と
い
へ
ど

品、， . 

も
、
貧
な
る
民
を
救
ひ
、
大
き
に
農
家
白
盆
と
な
る
も
の
な
り
」

二
宮
翁
夜
話
、
五
「
翁
日
、
国
穀
十
年
を
経
て
、
少
も
損
ぜ
ぬ
物

は
、
稗
に
勝
れ
る
は
な
し
、
申
合
せ
て
成
丈
多
く
積
置
く
べ
し
。
ι

「
品
朝
日
、
穀
物
を
積
圏
、
ヲ
は
籾
と
稗
と
を
以
て
第
一
と
ナ
、
同
方
。

村
里
に
て
は
蜘
棋
を
積
み
、
畑
方
の
村
里
に
て
は
稗
を
園
ふ
ぺ
し
。
」

ヒ
エ
が
作
物
と
し
て
劣
悪
な
気
候
そ
の
他
の
自
然
保
件
に
た

え
、
備
荒
作
物
と
な
る
こ
と
は
今
も
襲
り
は
な
い
。
と
く
に
東
北

地
方
で
は
「
七
作
づ
く
れ
ば
夕
方
チ
(
飢
)
な
し
」
と
い
わ
れ
て

い
た
こ
と
を
強
調
し
て
、
昭
和
・
に
な
っ
て
、
積
極
的
に
ヒ
エ
栽
培

を
勤
奨
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
他
方
、
前
出
、
農
業
金
書

に
も
ヒ
エ
は
「
い
や
し
き
穀
L

で
あ
り
「
下
農
を
や
し
な
う
」
も

の
で
あ
る
と
さ
れ
、
と
く
に
大
正
時
代
以
来
、
米
食
の
普
及
に
よ

り
、
ヒ
エ
食
は
愛
国
を
示
す
も
の
と
し
て
、
極
端
に
さ
げ
す
ま
れ

て
い
る
こ
と
も
事
賓
で
、
今
も
そ
の
感
情
は
残
っ
て
い
る
。

現
在
の
ヒ
エ
作
地
帯
の
主
要
部
は
、
青
森
・
岩
手
雨
懸
の
、
郡

で
い
え
ば
三
戸
(
青
森
田
騨
)
、
二
戸
、
九
戸
、
岩
手
、
下
閉
伊
、
上

閉
伊
(
以
上
、
岩
手
際
)
、
す
な
わ
ち
北
上
山
地
の
中
北
部
と
奥
羽
山

脈
の
北
部
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
山
地
に
ヒ
エ
の
残
る
ー
理
由
と
し

て
、
北
上
山
地
の
畑
作
の
多
い
隆
起
準
平
原
の
札
耕
一
ん
」
、
東
北
的

な
高
韓
度
の
気
候
と
を
あ
げ
、
こ
れ
に
水
稲
は
冷
害
き
つ
け
や
す
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郡

積

明

和

稗

と

合

各

面

以

ι舵
射

訓

燃

作

治

問

紫

東

町

手

エ

明

間

一

。

句

市

岩

ヒ

ー

υ一
間
関
抑
同

の
粧
九
日
が

U
U
翻
む

聞

明

旧

年

刺

U

L

2

1

…u
d噌
江

併

羽

第

十

L

向

山

駅

武

田

引

(
註
一
)
北
上
山
地
は
一
度
、
卒
損
な
地
形
に
ま
で
侵
蝕
さ
れ
て
、

そ
れ
が
再
び
隆
起
し
て
現
在
、
六
O
O
l九
0
0
メ
ー
ト
ル
前
後
に

高
原
扶
に
残
り
、
森
林
と
し
て
残
る
か
牧
場
に
利
用
さ
れ
て
い
る

(
北
部
に
は
と
く
に
著
し
い
)
o
V
字
扶
の
若
い
谷
が
切
れ
こ
ん
で
い

て
、
と
ζ

に
も
水
岡
に
遣
す
る
よ
う
な
沖
積
地
は
・
少
な
い
。
海
岸
に

ヒ
エ
は
そ
れ
に
耐
え

る
こ
と
、
ま
た
備
荒
貯
識
に

捕
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て

(
註
二
〉

い
る
。

い
が
、

北
上
山
地
の
稗
、
豊
え
書

比
一
0
0
|
二
0
0
メ
ー
ト
ル
の
数
段
の
海
岸
段
丘
、
が
海
底
か
ら
隆

起
し
て
お
り
、
一
部
は
耕
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
も
若
い
谷

が
切
れ
こ
ん
で
い
て
、
砂
礁
に
お
お
わ
れ
て
い
る
。

(
詮
二
)
}
た
と
え
ば
山
口
調
一
郎
、
稗
の
分
布
(
東
北
地
方
の
経

済
地
理
的
研
究
、
一
ニ
セ
|
五
六
頁
)
。

な
ぜ
北
上
山
地
に
ヒ
エ
が
多
く
残
っ
て
い
る
か
。
さ
き
に
み
た

よ
う
に
、
江
戸
時
代
、
あ
る
い
は
明
治
初
期
ま
で
は
金
闘
に
ヒ
エ

が
多
か
っ
た
の
が
減
少
消
滅
し
、
こ
こ
だ
け
が
存
績
し
て
い
る
の

は
、
こ
の
地
方
の
地
形
・
気
候
等
の
諸
僚
件
あ
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

こ
こ
の
農
村
生
活
な
い
し
農
業
構
造
と
の
闘
係
が
重
き
を
な
し
て

い
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
口
に
い
っ
て
、
明
治
以
来
、
交

通
運
輸
の
便
に
し
た
が
っ
て
!
日
本
の
農
村
に
商
品
化
作
物
あ
る

い
は
現
金
牧
入
を
も
た
ら
す
も
の
が
入
っ
た
(
入
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
)
た
め
、
ヒ
エ
の
主
う
た
低
い
生
産
性
の
自
給
食
糧
作
物

が
ま
っ
さ
き
に
消
失
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
も
っ
と
も
共

通
の
も
の
と
し
て
は
、
桑
畑
H
養
震
の
隆
盛
で
あ
り
、
特
殊
な
も

の
と
し
て
は
果
樹
園
妻
、
読
菜
、
除
最
菊
そ
の
他
の
工
業
作
物
で

あ
る
。
さ
き
に
あ
げ
た
明
治
以
来
の
と
エ
減
少
の
地
域
的
序
列

は
、
同
時
に
養
輩
隆
盛
の
序
列
で
も
あ
っ
た
。

産
業
革
命
の
進
行
と
と
も
に
、
農
村
に
お
け
る
工
業
的
副
業
の

209 



一
戸
橋
論
叢

第
三
十
五
巻

第一一一強

分
離
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
商
品
化
作
物
販
費
、
そ
の
現
金
投
入
に

よ
る
都
市
製
品
の
購
入
、
お
よ
び
増
加
入
口
の
都
市
地
域
へ
の
一

時
的
あ
る
い
は
、
氷
住
的
排
出
に
よ
っ
て
、
農
村
の
経
梼
は
保
た
れ

て
き
た
と
大
去
か
に
い
っ
て
よ
い
。

と
こ
ろ
が
北
上
山
地
で
は
、
古
く
か
ら
養
置
も
行
わ
れ
、
南
部

マ
ヲ
タ
の
名
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
大
正
に
な
っ
て
も
そ
の
割
に

桑
畑
の
増
加
は
著
し
く
な
か
っ
た
。
ま
た
人
口
の
排
出
も
大
正
末

ま
で
そ
ラ
著
し
く
な
か
っ
た
。
と
い
っ
て
こ
の
山
村
が
外
界
と
隔

絶
し
た
武
陵
桃
源
で
あ
る
は
ず
は
な
い
。
下
閉
伊
郡
安
家
村
と
い

う
今
日
で
も
交
通
の
あ
ま
り
便
利
で
な
い

l
i久
慈
・
岩
泉
聞
の

囲
錨
パ
ス
一
日
二
同
往
復
|
|
山
村
で
は
、
明
治
末
ま
で
ア
サ
を

栽
培
し
て
被
服
は
自
給
、
以
後
、
綿
製
品
の
購
入
、
明
治
三
十
年

前
後
か
ら
米
・
酒
の
村
外
よ
り
の
購
入
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
と
い

う
。
そ
れ
ら
が
は
じ
ま
る
モ
メ
ン
ト
は
臼
清
・
日
露
戦
後
、
第
一

次
大
戦
末
期
の
好
況
、
酒
税
法
の
制
定
、
あ
る
い
は
軍
隊
生
活
な

'
ど
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
生
活
程
度
を
向
上
せ
し
め
た
の
で
あ
る

(
積
雲
地
方
農
村
経
済
調
査
所
、
報
告
第
二
八
時
師
、
畑
作
山
村
貨
幣
経
済

調
査
、
昭
和
十
四
年
、
二
一
|
一
四
頁
)

0

こ
の
よ
う
に
農
村
経
時
維
持
の
た
め
の
現
金
牧
入
の
必
要
は
な

か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
種
々
の
原
因
か
ら
、
か
え
っ
て
先
進
地

域
よ
り
も
強
か
っ
た
一
面
も
あ
る
。
北
上
山
地
の
多
く
は
山
村
で

あ
っ
て
耕
地
は
少
な
く
、
と
く
に
水
田
が
少
な
く
て
畑
作
に
た
よ

り
、
も
っ
ぱ
ら
普
通
に
行
わ
れ
る
農
耕
経
営
方
式
は
、
ヒ
エ
(
四

!
九
月
)
|
|
ム
ギ
(
十
|
翌
年
七
月
)
|
|
ダ
イ
ズ
(
五

l
十

一
月
)
!
l休
閑
(
十
二

i
翌
年
四
月
)
と
い
う
こ
年
三
作
を
基

本
型
と
し
て
い
る
。
ダ
イ
ズ
の
代
り
に
ダ
イ
コ
ン
、
ア
ズ
キ
、
ジ

バ
等
と
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、
北
上
山
地
の
お
そ
ら
く
字
分
以
上

が
、
こ
の
二
年
三
作
で
あ
る
。
不
良
の
僚
件
の
高
冷
地
、
や
せ
地

で
は
、
ヒ
エ
(
四

l
九
月

)
l
l休
閑
|
|
ダ
イ
ズ
(
翌
年
五

l

十
一
月
)
1
1
1休
閑
と
い
う
こ
年
二
作
型
が
あ
り
(
ダ
イ
ズ
は
ア

ヮ
、
パ
レ
イ
シ
ョ
と
も
代
り
得
る
)
、
こ
れ
を
二
年
三
作
の
あ
と
に

組
み
合
せ
て
、
第
三
年
目
に
バ
レ
イ
シ
ョ
か
ダ
イ
ズ
か
ヒ
エ
を
一

作
加
え
て
コ
一
年
四
作
と
い
う
型
も
あ
る
(
積
雪
地
方
農
村
経
済
調
査

所
、
報
告
第
二
五
裁
、
畑
作
に
闘
ナ
る
調
査
、
昭
和
十
三
年
、
八
頁
)
。

以
上
の
土
う
な
輪
作
の
一
環
と
し
て
ヒ
エ
が
入
っ
て
い
る
以

上
、
ヒ
エ
は
北
上
山
地
か
ら
な
か
な
か
な
く
な
ら
な
い
道
理
で
あ

る
。
か
っ
こ
の
輪
作
型
で
は
、
バ
レ
イ
シ
ョ
を
除
い
て
普
通
の
商

品
化
作
物
が
入
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
大
部
分
の
山
村
で
は
、
食
糧
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自
給
の
要
求
は
極
め
て
強
い
。
こ
の
よ
う
な
二
年
三
作
、
あ
る
い

・
は
そ
れ
に
水
稲
耕
作
を
加
え
た
も
の
で
は
、
水
田
の
経
営
面
積
の

買
い
場
合
を
の
ぞ
い
て
、
多
く
の
場
合
、
一
家
の
年
間
食
糧
が
供

給
さ
れ
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
。
か
り
に
畑
一
町
五
反
を
所
有
し

て
二
年
三
作
を
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
牧
穫
高
は
ヒ
エ
八
反
で
反

嘗
し
ら
げ
で
七
斗
で
五
石
六
斗
、
ム
ギ
五

l
六
瓦
で
反
営
九
斗
之

し
て
五
石
前
後
、
そ
の
他
ダ
イ
ズ
、
ソ
バ
等
で
あ
る
。
こ
れ
を
全

部
自
作
地
と
蝦
定
し
て
、
家
族
五
人
と
し
て
、
一
日
二
升
、
ヒ
エ

七
割
、
米
三
割
と
す
れ
ば
、
巳
エ
は
ち
ょ
う
ど
一
年
分
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
自
作
経
営
は
む
し
ろ
上
層
に
属
し
、
山
村
畑

作
地
帯
で
は
年
間
四
五
ヶ
月
の
食
糧
自
給
が
普
通
で
あ
る
。

ま
た
一
部
分
で
は
ヒ
エ
白
身
が
商
品
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
(
後
遺
)
、
ヒ
エ
は
皐
に
な
く
な
ら
な
い
ば
か
り
で
な
く
、

畑
作
山
村
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
重
要
作
物
と
も
な
る
の
で
あ

る
。
村
よ
り
遠
く
は
な
れ
た
小
さ
い
ヒ
エ
の
切
替
畑
も
、
食
糧
生

産
地
と
し
て
見
の
が
せ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
食
糧
購
入
や
そ
の
他
の
家
計
維
持
の
た
め
の
出
費
は
、

換
金
作
物
の
な
い
畑
か
ら
得
ら
れ
ぬ
と
す
れ
ば
、
現
金
獲
得
源
と

し
て
、
養
畜
と
僻
労
働
販
賓
の
二
部
門
の
重
要
性
が
で
て
く
る
。

牛
馬
飼
育
の
基
礎
依
件

北
上
山
地
の
養
畜
と
し
て
の
馬
あ
る
い
は
牛
は
、
奮
藩
時
代
か

ら
の
偉
統
が
あ
る
。
南
部
駒
は
も
と
よ
り
有
名
で
あ
る
が
、
牛
も

山
中
地
形
の
け
わ
し
い
と
こ
ろ
の
轍
詮
駄
畜
と
し
て
銅
わ
れ
て
い

た
。
お
も
な
も
の
は
海
岸
地
方
か
ら
の
盟
と
海
産
物
、
砂
織
産
地

か
ら
の
識
が
内
陸
に
詮
ら
れ
、
内
陸
か
ら
は
米
や
ヒ
エ
が
迭
ら
れ

た
。
こ
れ
ら
の
馬
や
牛
の
育
成
販
寅
が
後
述
の
主
う
に
、
農
家
の

現
金
牧
入
掠
と
し
て
重
要
な
ほ
か
に
、
厩
肥
の
生
産
者
と
し
て
耕

作
上
、
必
要
な
の
で
あ
る
。
馬
一
頭
で
二
千
貫
の
厩
肥
、
す
な
わ

ち
昼
間
四
五
一
問
、
と
し
て
、
五
反
分
の
厩
肥
が
で
き
る
o

も
し
一
町

歩
の
耕
作
を
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
肥
料
の
面
か
ら
馬
二
頭
は
飼
養

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
計
算
で
あ
る
・
。

(
註
)
金
図
平
均
は
二
一
ニ
O
買
で
あ
る
。
寒
い
東
北
地
方
で
は
地

浪
上
昇
の
た
め
、
，
愛
熱
量
白
高
い
馬
の
厩
胞
が
よ
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
は
農
民
に
と
っ
て
、
ニ
つ
の
困
難
な
鮪
が

あ
っ
た
。
一
つ
は
飼
料
な
ら
び
に
放
牧
の
た
め
の
採
草
地
・
山
林

で
あ
る
。
馬
の
飼
料
と
し
て
、
ヒ
エ
の
穂
賓
を
と
っ
た
あ
と
の
輩

梓
(
ヒ
エ
ガ
ラ
)
を
よ
く
食
べ
さ
せ
る
。
ヒ
エ
ガ
ラ
は
一
役
(
七
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一

橋

論

叢

第
一
一
一
十
五
巻

策
三
競

畝
)
あ
た
り
五

O
貫
を
産
し
、
ム
ギ
や
ダ
イ
ズ
の
二
倍
令
に
あ
た

り
、
か
っ
馬
み
好
ん
で
た
ベ
る
。
し
か
し
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
だ
け

で
は
た
り
な
い
。
馬
一
一
践
に
つ
い
て
採
草
地
五
町
歩
、
川
ぞ
い
の

肥
え
た
と
こ
ろ
で
一
ー
了
五
町
歩
を
要
す
る
と
い
う
。
牛
な
ら

ぽ
放
牧
は
宇
年
に
も
及
び
、
そ
れ
に
必
要
な
林
野
が
い
る
。
し
か

る
に
概
括
的
に
い
っ
て
、
林
野
の
大
部
分
は
少
敷
地
主
の
手
中
に

集
中
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
難
賄
は
、
馬
、
牛
の
よ

う
な
大
家
畜
を
購
入
す
る
資
金
を
も
た
な
い
こ
と
で
あ
る
。

24 

そ
れ
で
は
こ
の
地
方
で
は
、
馬
あ
る
い
は
牛
は
ど
の
よ
う
に
し

て
、
農
家
に
飼
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
こ
の
地
方
の

土
地
所
有
H

小
作
聞
係
で
あ
る
名
子
制
度
と
よ
ば
れ
る
も
の
に
ふ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
名
子
と
は
、
家
屋
・
屋
敷
・
耕
地
・
採
草
地

な
ど
の
一
切
を
地
主
よ
り
借
り
、
そ
の
代
償
に
献
労
働
賦
役
を
も
っ

て
つ
と
め
る
も
の
が
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
純

粋
な
起
源
は
、
ま
っ
た
く
中
世
的
な
開
護
土
豪
が
領
土
的
に
支
配

し
て
、
地
頭
H
譜
代
の
開
係
を
も
つ
に
い
た
っ
た
も
の
で
あ
る
う

が
、
そ
の
ほ
か
下
男
下
女
の
奉
公
人
の
分
家
、
移
住
者
に
よ
る
も

の
も
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
よ
り
多
い
と
思
わ
れ
る
の
は
、
飢
謹
・

災
害
に
あ
た
り
、
農
民
が
負
債
の
た
め
に
高
利
貸
責
本
に
、
回
畑
、

屋
敷
等
を
責
り
渡
し
て
隷
属
す
る
に
い
た
っ
た
る
の
で
あ
る
う
。

そ
れ
も
場
所
に
よ
っ
て
は
、
そ
う
古
い
こ
と
で
な
い
。
明
治
十
年

以
来
、
あ
る
い
は
明
治
末
|
大
正
前
期
に
多
く
生
じ
た
も
の
も
あ

り
、
い
ま
な
お
、
そ
の
悪
蝶
な
耕
地
・
林
野
等
の
強
奪
ぶ
り
に
づ

い
て
、
村
の
語
り
俸
え
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
護
生
の
新
し
い
も
の
も
あ
り
、
ま
た
多
少
の
近
代

的
感
覚
の
侵
入
も
あ
っ
て
、
現
在
は
自
ら
の
耕
地
や
家
宅
を
も
ち
、

た
だ
耕
地
の
不
足
分
を
借
り
る
も
の
も
あ
り
、
し
た
が
っ
て
代
償

も
都
合
に
よ
っ
て
は
、
割
り
あ
て
ら
れ
た
賦
役
の
日
を
こ
と
わ
り

他
の
日
と
し
、
あ
る
い
は
勢
役
に
代
っ
て
金
納
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
(
地
主
の
勢
伎
を
要
す
る
と
き
は
、
同
様
に
名
子
も
自
己
の
営

農
に
労
働
を
多
く
要
す
る
と
き
で
あ
り
、
強
制
力
の
大
き
い
と
き

は
、
名
子
は
農
耕
の
遁
期
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
)
す
な
わ
ち
地

主
H
名
子
の
闘
係
は
か
な
り
経
爵
的
な
も
の
が
強
く
な
っ
て
き
て

い
る
か
ら
、
必
ず
し
も
昔
の
よ
う
な
封
建
的
身
分
的
支
配
は
存
在

し
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
心
理
的
吐
舎
的
に
は
地
主
(
ダ
ナ
サ
マ

あ
る
い
は
地
頭
と
い
う
)
の
影
響
は
今
で
も
決
し
て
小
さ
く
な
い
。

一
村
の
字
分
以
上
の
農
民
が
、
ダ
ナ
サ
マ
の
一
聾
で
動
く
と
い
う

の
も
少
な
く
な
い
。
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本
来
、
賦
役
制
の
名
子
制
度
が
や
や
ゆ
る
め
ら
れ
て
、
金
抑
制

を
も
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
地
主
の
経
緯
画
面
積
の
縮
小
、

し
た
が
っ
て
名
子
の
峨
労
働
に
依
存
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
開

者
の
有
機
的
闘
係
が
へ
っ
た
た
め
も
あ
ろ
う
が
、
そ
の
結
呆
、
そ

れ
が
近
代
的
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
ち
が
っ
た
形
を
と
っ
た
に

ナ
ぎ
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
畑
の
作
物
の
多
く
は
自
給

用
で
、
し
か
も
食
糧
に
不
足
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
こ
れ
ら

の
農
民
か
ら
貸
金
あ
る
い
は
小
作
料
を
と
る
道
は
、
む
か
し
の
賦

役
制
で
な
け
れ
ば
、
養
畜
部
門
よ
り
の
牧
入
以
外
に
は
な
い
。
そ

れ
が
す
な
わ
ち
、
牛
小
作
、
田
町
小
作
で
あ
っ
て
、
地
主
は
牛
馬
を

小
作
人
に
預
け
て
飼
育
さ
せ
、
生
ま
れ
た
子
牛
の
貰
債
を
折
令
す

る
方
法
で
あ
る
(
場
合
に
よ
っ
て
は
地
主
六
分
小
作
四
分
)
。
こ
れ

に
よ
っ
て
貸
金
や
利
子
・
滞
納
小
作
料
等
は
も
っ
と
も
確
貨
に
、

し
か
も
有
利
に
同
牧
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
で
負
債
の
あ

る
も
の
は
、
地
主
(
畜
主
)
よ
り
強
制
的
に
、
程
度
に
よ
り
一
ー

五
頭
の
牛
馬
を
飼
わ
さ
れ
る
。
か
く
し
て
馬
小
作
・
牛
小
作
は
、

耕
地
の
名
子
制
度
と
姉
妹
開
係
に
あ
る
。

畜
主
は
町
方
の
商
家
や
農
山
村
の
地
主
で
、
戦
前
、
牛
あ
る
い

は
馬
を
数
百
頭
も
っ
て
い
た
も
の
も
あ
っ
た
が
、
今
は
多
く
は
三

北
上
山
地
の
稗
、
質
え
書

O

五

O
頭
前
後
で
あ
る
ら
し
い
。
(
牛
馬
籍
簿
が
あ
る
が
、
異
貨

の
所
有
者
を
必
ら
ず
し
も
登
録
し
℃
い
な
い
。
)
こ
れ
ら
の
牛
馬

は
小
作
に
出
し
て
お
け
ば
、
ご
く
わ
ず
か
の
費
用
(
種
付
料
、
放

牧
監
視
料
、
そ
の
他
)
で
、
「
仔
分
け
」
の
利
益
が
十
数
年
勺
づ
い

℃
入
る
し
、
子
を
仕
立
て
る
と
き
は
、
「
多
立
て
」
と
帯
し
て
千
園

位
の
飼
育
料
を
出
せ
ば
、
十
一
月
か
ら
五
月
ま
で
、
農
家
は
既
肥

ほ
し
さ
に
育
て
て
く
れ
、
翌
年
か
ら
は
小
作
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
し
、
ま
た
す
由
民
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
れ
を
小
作
人
の
側
か
ら
い
え
ば
、
自
力
で
も
て
な
い
大
家
畜

を
牛
小
作
・
馬
小
作
と
い
う
闘
係
で
飼
育
し
て
厩
肥
を
と
り
、
自

己
の
耕
種
部
門
と
結
合
さ
せ
る
。
厩
肥
が
と
れ
る
こ
と
が
唯
一
の

利
得
で
、
折
令
さ
れ
た
仔
代
は
多
く
は
借
金
の
返
棒
に
あ
て
ら
れ
、

じ
っ
さ
い
に
は
牛
馬
の
市
日
に
畜
主
の
振
舞
酒
に
酔
〉
つ
く
ら
い
で

絡
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
(
土
地
小
作
あ
る
い
は
金
銭
債
務

を
負
わ
な
い
で
、
厩
肥
の
取
得
と
子
牛
の
折
宇
利
益
を
目
的
と
す

る
濁
立
の
牛
馬
小
作
も
あ
り
得
る
。
〉

し
か
し
こ
の
牛
馬
を
飼
育
す
る
た
め
に
は
、
採
草
地
や
放
牧
の

林
野
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
が
大
地
主
の
手
に
集
中
し
て
い
る
と
、

こ
の
方
面
か
ら
も
小
作
闘
係
(
山
名
子
)
に
入
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
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橋

論

叢

第
三
十
五
巻

第
一
二
時
渦

も
っ
と
も
部
落
で
町
村
有
、
園
有
の
林
野
に
入
舎
す
る
も
の
も
あ

り
、
ま
た
職
後
の
土
地
改
革
で
林
野
、
採
草
地
も
解
放
し
た
と
こ

ろ
も
あ
る
。

馬
は
軍
馬
買
上
の
た
め
に
、
早
く
か
ら
馬
政
局
な
ど
を
設
け
て
、

保
護
奨
働
し
て
お
っ
た
が
、
戦
時
中
、
懸
で
は
馬
牛
の
貸
付
規
則

を
づ
く
っ
て
、
無
償
で
貸
し
三
年
目
に
子
を
返
え
せ
ぽ
、
親
は
自

己
有
と
な
る
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
が
牛
小
作
を
な
く
す
る
に
か
な

り
に
役
立
っ
た
。
(
現
在
は
七
年
貸
付
で
有
償
で
あ
る
。
)

替
農
の
結
合
開
係
と
費
貌

以
上
の
よ
う
に
、
耕
種
i
養
畜
林
野
の
三
部
門
を
そ
れ
ぞ
れ

関
係
づ
け
て
替
農
す
る
と
し
て
も
、
も
と
も
と
耕
地
の
庚
く
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
自
給
型
の
二
年
三
作
を
と
る
か
ぎ
り
、
杢

食
糧
の
自
給
は
不
可
能
で
あ
り
、
現
金
牧
入
の
道
を
さ
ら
に
他
に

求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
二
年
三
作
で
も
水
田
が
他
に
相
営

あ
れ
ば
、
そ
れ
を
一
部
自
給
、
一
部
供
出
換
金
し
て
、
ヒ
エ
を
も

商
品
化
で
き
る
こ
と
は
、
前
に
ふ
れ
た
。
)
現
金
牧
入
の
道
と
し
て

は
、
ま
ず
州
労
働
の
販
責
で
あ
る
。
農
閑
期
の
、
あ
る
い
は
(
耕
種
・

養
畜
は
女
ま
か
せ
に
し
て
)
い
つ
で
も
、
伐
木
、
茨
館
、
土
建
エ

事
に
従
う
の
が
一
つ
で
あ
る
。
山
林
は
園
(
営
林
署
)
か
大
地
主

の
手
中
に
あ
る
か
ら
、
部
落
で
営
林
暑
か
ら
携
下
げ
を
受
け
れ
ば

と
に
か
く
、
そ
の
他
の
場
合
に
は
、
誰
か
事
業
主
が
こ
れ
を
譲
り

う
け
、
ま
た
は
請
負
い
、
そ
の
賃
銀
材
労
働
者
と
な
る
か
、
あ
る
い

は
茨
焼
の
場
合
に
は
、
「
分
焼
き
し
と
い
う
分
益
(
四
劃
六
)
の
制

度
も
あ
る
。

こ
の
地
域
以
外
へ
は
、
と
く
に
二
三
男
は
、
季
節
的
出
稼
を
し

て
勢
働
を
責
る
。
四

i
九
月
、
北
洋
漁
業
に
集
中
す
る
村
も
あ
り

北
海
道
の
漁
業
や
伐
木
に
行
く
村
も
あ
る
。
少
数
な
が
ら
昨
年
は

十
一
月
|
四
月
、
南
氷
洋
へ
行
っ
た
も
の
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
勢
働
販
寅
が
金
生
活
費
の
三

O
l四
O
%
に
及
ぶ

も
の
も
あ
り
、
す
で
に
い
く
ク
か
の
村
で
は
、
農
村
に
住
み
な
が

ら
農
耕
・
養
畜
・
林
野
等
の
第
一
夫
産
業
的
所
得
は
ほ
と
ん
ど
い

う
に
た
り
ず
、
八

O
%以
上
も
賃
銀
柑
労
働
に
依
存
す
る
も
の
が
護

生
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
一
部
落
に
一
1

三
人
と
い
う
く
ら

い
で
、
ま
だ
新
し
い
一
階
級
を
そ
の
世
舎
の
中
に
創
出
す
る
に
は

い
た
っ
て
い
な
い
。

以
上
に
述
べ
た
と
こ
ろ
を
表
示
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

購
入
食
糧
な
ら
び
に
生
活
資
料
費
を
な
る
べ
く
小
さ
く
す
る
た
め
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理
工
獄事焼林

に
は
、
自
給
食
糧
の
生
産
に
カ
を
そ
そ
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ら
、
従
来
、
北
上
山
地
に
少
な
か
っ
た
開
田
を
す
る
か
、
で
な
け

北
上
山
地
む
稗
、
費
え
書

れ
ば
と
エ
の
重
要
性
は
へ
る
も
の
で
は
な
い
。
肥
料
と
飼
料
と
の

相
互
関
係
で
耕
種
と
養
畜
は
結
び
つ
き
、
養
畜
は
林
野
に
依
存
す

る
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
お
の
お
の
小
作
料
と
し
て
吸
い
上
げ
ら
れ

料
て
い
た
の
で
あ
る
。
田
畑
だ
け
が
農
地
改
革
で
解
放
さ
れ
て
も
、

燃
本
質
的
に
は
あ
ま
り
饗
ら
な
い
こ
と
は
、
他
の
地
方
よ
り
強
い
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
皐
に
耕
地
の
五
反
や
一
町
歩
が
自
作
で
あ

っ
て
、
統
計
上
、
自
作
農
の
分
類
に
入
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
だ
け

で
は
替
農
は
な
り
た
与
な
い
が
ら
、
賞
際
の
意
味
は
全
然
な
い
と

い
っ
て
も
よ
い
位
で
あ
る
。

北
上
山
地
の
山
村
が
大
き
く
費
貌
し
は
じ
め
た
の
は
、
日
本
の

他
の
農
村
と
同
じ
く
、
大
正
中
期
の
好
況
期
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
木
材
・
製
茨
・
繭
・
牛
馬
の
高
債
の
た
め
、
現
金
牧
入
が
曲
目

加
し
生
活
程
度
が
あ
が
り
、
生
産
性
の
低
い
切
替
畑
の
放
棄
、
し

た
が
っ
て
食
用
穀
物
の
購
入
量
の
増
加
、
そ
の
た
め
に
ま
た
循
環

的
に
現
金
獲
得
の
必
要
性
が
み
え
た
。
し
か
し
畑
の
生
産
物
で
は

現
金
化
す
る
も
の
が
少
な
く
、
養
輩
と
林
産
に
ま
す
ま
す
力
を
そ

そ
が
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
民
な
っ
た
。
大
正
年
間
の
私
有
林
野
の

入
合
解
放
な
ど
も
、
第
一
次
大
戦
後
の
思
想
界
の
影
響
を
受
け
た

で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
養
畜
・
林
産
に
封
す
る
深
化
も
あ
ず
か
つ
て

21δ 
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一
一
一
強

い
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
そ
の
こ
ろ
か
ら
、
金
図
的
な
米
不
足
、
米
債
高
の
傾
向
か

ら
日
本
の
食
糧
問
題
が
や
か
ま
し
く
な
り
、
気
候
僚
件
も
ハ
J
Y
い

で
よ
く
、
水
力
電
気
の
開
殻
時
代
で
も
あ
っ
た
の
で
、
大
正
中
期

か
ら
昭
和
の
は
じ
め
に
か
け
て
、
従
来
、
畑
と
な
っ
て
い
た
北
上

山
地
の
綾
傾
斜
地
に
水
田
の
増
加
も
や
L

著
し
く
、
か
な
り
の
高

度
ま
で
水
稲
が
植
付
け
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
う
い
う
新
聞
の
高

地
の
水
田
は
、
と
く
に
北
部
に
お
い
て
昭
和
六
年
以
降
の
凶
冷
で
、

も
っ
と
も
は
げ
し
い
被
害
を
B

つ
け
た
の
で
、
は
じ
め
に
述
べ
た
よ

う
に
、
ヒ
エ
の
「
再
認
識
」
|
|
積
極
的
奨
励
に
な
っ
た
の
で
あ

り
、
同
時
に
農
村
の
購
買
力
も
衰
え
た
の
で
、
自
給
食
糧
と
し
て

の
ヒ
エ
の
必
要
性
も
ふ
え
た
。
ま
た
満
洲
事
盤
以
後
の
情
勢
で
、

軍
馬
の
需
要
か
ら
養
畜
部
門
も
奨
閲
さ
れ
た
の
で
、
飼
料
の
酉
か

ら
も
ヒ
エ
は
扶
く
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
と
な
っ
た
。

も
う
一
つ
の
動
き
は
現
金
獲
得
手
段
と
し
て
、

ダ
イ
ズ
の
二
年
三
作
型
在
か
え
は
じ
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
バ
レ
イ
シ
ヨ
(
四
|
八
月
)
|
|
ダ

イ
コ
ン
(
八
|
十
一
月
)
、
あ
る
い
は
ム
ギ
(
十
一
!
翌
年
七
月
)

ー
ー
ダ
イ
ズ
(
七
|
九
月
)
と
い
う
一
年
二
作
で
あ
っ
て
、
バ
レ

ヒ
エ
・
ム
ギ
・

f
γ

寄
を
換
金
作
物
と
す
る
も
む
で
あ
る
。
(
こ
れ
と
二
年
三
作

型
と
を
A
J
H

ふ
け
れ
ば
、
コ
一
年
五
作
型
と
な
る
。
)
あ
る
い
は
ハ
ク

サ
イ
そ
の
他
の
読
菜
類
や
果
樹
な
ど
も
入
っ
て
き
た
し
、
近
年
は

タ
バ
コ
の
試
作
も
行
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
養
畜
部
門
で
は
、
馬
・
牛
(
役
肉
牛
)
の
繁
殖
・
育
成

か
ら
襲
じ
て
、
乳
牛
の
繁
殖
・
飼
育
も
入
っ
て
き
て
、
酪
農
が
行

わ
れ
だ
し
た
。
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
畑
に
も
、
J

ア
ジ
ト
コ

I
ン、

牧
草
等
の
飼
料
作
物
が
入
り
得
る
(
あ
る
い
は
入
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
)

こ
と
に
な
っ
た
が
、
酪
農
を
し
づ
L
、
な
お
ヒ
エ
を
耕
作
し
れ
J
L

あ
る
農
家
も
少
な
く
な
い
。

普
通
の
役
肉
牛
や
馬
の
よ
う
な
大
家
畜
が
、
牛
馬
小
作
の
開
係

で
な
い
と
、
容
易
に
農
民
が
持
ち
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
よ

り
高
債
な
乳
牛
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
に
、
戦
後
に
お
い
て

は
農
林
中
金
|
農
協
の
融
資
で
入
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
冬
期
間

の
飼
料
を
つ
め
る
サ
イ
官
の
建
設
に
の
J

い
て
も
、
同
様
、
公
共
資

本
の
援
助
補
助
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
資
本
的
援

助
が
興
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
戦
後
、
農
村
の
酪
農
流
行
の
波
に
の

り
、
組
合
や
舎
祉
の
活
動
に
よ
る
集
乳
や
飼
料
の
供
給
と
相
ま
っ

て
、
乳
牛
の
導
入
を
容
易
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
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養
畜
の
諸
型

.
北
上
山
地
の
養
畜
は
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
農
耕
と
密
接
に

関
係
し
て
い
る
が
、
養
畜
の
内
容
は
場
所
に
よ
っ
て
異
な
る
。
(
全

部
の
町
村
資
料
に
あ
た
っ

て
み
た
わ
け
で
は
な
く
、

581 

ま
た
農
業
構
遺
伝
し
ら
べ

て
農
業
地
域
の
直
分
を
行

，
っ
て
み
た
わ
け
で
な
い
か

・

ι、
き
わ
め
て
致
察
的
な

推
論
に
止
ま
る
の
で
あ
る

が
)
、
試
み
に
上
掲
の
町

村
を
み
る
と
、
囲
内
J

の
型

が
み
え
る
。

そ
れ
は
ロ

I

カ
ル
な
諸
種
の
事
情
を
多

分
に
反
映
し
つ
L

も
、
同

時
に
地
理
的
、
歴
史
的
、

農
業
経
輝
的
な
裏
づ
け
を

も
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

.
型
の
諸
地
域
を
、
過
去
二

O
l三
O
年
に
わ
た
っ
て
検
討
す
れ

ば
、
地
域
の
特
性
は
さ
ら
に
明
確
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

〔
第
一
〕
ま
ず
第
一
は
馬
を
主
と
す
る
型
で
あ
る
4

北
上
山
地

で
い
え
ば
鯨
北
の
九
戸
郡
、
牒
央
の
上
閉
伊
郡
で
あ
り
、
(
聞
の
下

閉
伊
郡
は
、
次
の
役
内
牛
型
、
乳
牛
型
の
町
村
を
も
2

て
い
る
)

奥
羽
山
地
で
も
鯨
北
の
二
戸
郡
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
諸
郡
は
第

二
表
に
示
さ
れ
る
通

り
、
畑
作
地
帯
で
か
つ

ヒ
エ
の
作
付
割
合
の
多

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と

第二表

い
う
こ
と
は
商
品
化
作

物
が
少
な
く
、
現
金
牧

入
を
養
畜
部
門
に
た
よ

ら
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
で
、
ヒ
エ
の
重
要
性
の
へ
ら
な
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

第
三
表
に
九
戸
郡
大
野
村
を
そ
の
代
表
と
し
て
あ
げ
た
が
、
馬

は
ど
う
い
う
農
家
で
飼
わ
れ
る
か
と
い
う
に
、
耕
地
一
町
歩
以
上

の
農
家
が
主
で
あ
っ
て
(
第
三
表

B
V
経
替
耕
地
の
庚
く
な
る
に

従
い
、
一
戸
あ
た
り
の
飼
養
頭
数
が
ふ
え
る
(

D

)

。
そ
し
て
採
草
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は
山
間
部
へ
ヒ

エ
を
商
品
化
し

て
移
出
す
る
地
帯
で
も
あ
る
。
そ
の
ヒ
エ
は
ど
う
い
う
農
家
か
ら

買
ら
れ
た
か
を
み
よ
う
。
九
戸
郡
大
野
村
K
部
落
は
水
田
も
あ

り
、
山
林
巳
も
め
ぐ
ま
れ
た
落
ち
付
い
た
部
落
で
あ
る
が
、
ど
の
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30 

第三表 馬飼育農家の階層(丸戸郡大野村)

開地\~説教臨書長?る戸数\-;議官主義
3>反 73戸 〔例外)

3-5 63 11 ~ 15% 23.6反

5-10 180 22 30.2 

10-15 198 48.6 

15-20 169 78 57.5 
74 

20-30 147 78 75.6 

30-50 58 71 101.0 

55.0 1.5 699 53 f89什計
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地
面
積
の
増
加

は
耕
地
の
規
模

の
大
き
さ
の
順

に
な
っ
て
い
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(

E
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し
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し
こ
の

地
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皐
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岸
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農
家
に
と
っ
て
も
、
畑
で
ヒ
エ
は
も
っ
と
も
主
要
な
作
物
で
あ
る

(
第
四
表
、

C
)
。
簡
単
に
す
る
た
め
年
齢
構
成
に
よ
る
食
糧
泊
費

率
を
考
え
な
い
で
、
各
農
家
人
口
と
比
較
し
て
、
一
人
あ
た
り
ヒ

エ
の
牧
穫
高
を
み
る
と
(

E

)

、
ヒ
エ
を
販
買
し
得
る
の
は
、
農
業

所
得
の
み
を
も
っ
て
立
ち
得
る
上
層
農
家
の
み
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
し
て
賓
に
、
こ
の
馬
地
帯
で
も
、
馬
を
飼
え
な
い
農
家

も
あ
る
こ
と
や

(
F
G
H
て
そ
れ
ら
は
出
稼
に
よ
っ
て
牧
入
を
得

て
い
る
こ
と
(

I

)

が
こ
の
去
に
示
さ
れ
て
い
る
。

〔
第
二
〕
つ
ぎ
に
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
海
岸
地
帯
あ
る
い

は
砂
掛
倒
産
地
か
ら
、
山
地
を
こ
え
て
北
上
川
流
域
の
町
や
村
に
、

さ
ら
に
奥
澗
山
地
の
村
A

に
ま
で
牛
背
に
よ
る
運
搬
が
あ
っ
た
が

(
速
い
こ
と
を
要
す
る
魚
類
は
v

馬
背
に
よ
っ
た
。
海
岸
か
ら
盛

岡
ま
で
牛
は
四
日
、
馬
は
二
日
令
)
、
そ
の
一
ラ
の
中
心
は
下
閉

伊
郡
の
岩
泉
町
で
あ
っ
た
。
町
の
商
人
資
本
家
は
牛
を
大
は
五
百

頭
、
普
通
一
ニ

O
|五
O
頭
位
を
も
ち
、
こ
れ
を
農
家
や
製
聾
業
者

に
貸
し
て
や
た
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
作
徳
米
を
得
る
た
め
に
、
町

の
人
が
小
作
地
を
も
つ
の
と
同
じ
闘
係
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

し
て
附
近
の
村
々
は
、
昔
か
ら
牛
の
飼
育
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
そ

れ
が
道
路
が
よ
く
な
り
、
牛
背
の
運
搬
か
ら
馬
車
に
代
る
よ
う
に

31 

北
上
山
地
の
稗
、
4

聞
覚
え
書

な
る
と
、
牛
は
も
っ
ぱ
ら
生
産
販
費
用
に
飼
育
さ
れ
、
馬
喰
た
ち

は
宮
城
・
山
形
か
ら
北
陸
方
面
の
米
作
地
役
牛
と
し
て
、
ま
た
千

葉
牒
そ
の
他
へ
肉
牛
と
し
て
、
ひ
い
て
行
っ
た
。

現
在
の
安
家
村
(
岩
泉
町
の
北
隣
白
山
村
)
は
こ
の
養
畜
型
を
示
す

(
註
)

も
の
で
あ
る

i

う
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
、
社
舎
的
に
も
お
く
れ

て
い
た
の
で
、
名
子
制
度
も
典
型
的
で
、
昭
和
初
期
に
は
一
人
で

二
千
町
歩
の
山
林
、
六
百
頭
の
牛
を
も
ち
、
こ
れ
を
自
村
内
の
み

な
ら
ず
、
虞
く
近
隣
の
村
k

に
小
作
飼
育
せ
し
め
て
い
た
も
の
も

あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
自
給
食
糧
確
保
の
た

め
の
二
年
三
作
で
あ
る
か
ら
、
ヒ
エ
耕
作
の
重
要
性
は
重
く
な
る

ば
か
り
で
あ
る
。
(
し
か
も
と
エ
さ
え
村
内
で
自
給
で
き
ず
、
鯨
北

ω
馬
地
帯
か
ら
轍
入
し
℃
い
る
朕
態
で
あ
る
。
)

(
註
)
安
家
村
に
づ
い
て
は
、
積
雪
地
方
農
村
経
済
調
査
所
白
昭

和
十
一
一
一
年
の
調
査
に
よ
る
前
向
二
報
告
白
ほ
か
、
畑
作
山
村
農
家
経

済
誠
査
(
報
告
第
二
四
毅
)
、
林
産
、
特
に
製
決
事
情
に
闘
す
る
調
査

(
第
二
六
毅
)
、
産
牛
経
済
に
闘
す
る
調
査
(
第
二
七
披
)
、
小
作
事
情

に
欄
ナ
る
調
査
(
第
二
九
毅
)
等
が
あ
る
。

〔
第
三
〕
一
方
、
岩
泉
町
で
は
明
治
初
期
(
四
年
)
、
内
務
省
勧

業
寮
か
ら
洋
種
の
短
角
牛
が
入
り
、
従
来
の
和
牛
と
交
配
さ
れ
、
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第
三
貌

赤
の
雑
種
牛
と
な
っ
て
搾
乳
が
行
わ
れ
、
明
治
十
九
年
に
は
煉
乳
、

粉
乳
の
製
造
も
一
時
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
明
治
中
期

に
横
演
か
ら
多
数
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
乳
牛
が
移
入
さ
れ
、
乳
牛

産
地
と
し
て
名
を
馳
せ
、
同
警
察
署
管
内
で
一
寓
三
千
頭
に
も
及

ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
乳
製
品
の
製
造
は
し
ば
し
ば
も
く
る
ま

れ
て
も
、
氷
績
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
こ
の
地
方
は
も
ち
ろ
ん
、
日

本
金
瞳
と
し
て
も
、
そ
の
種
、
西
洋
く
さ
い
製
品
の
市
場
が
ま
だ

形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
こ
の
地
域
の

乳
牛
は
、
も
っ
ぱ
ら
責
る
た
め
に
飼
育
さ
れ
た
。
し
か
し
昭
和
に

な
っ
て
、
明
治
乳
業
そ
の
他
の
進
出
が
あ
り
、
組
合
も
で
き
て
酪

農
農
家
も
ふ
え
た
。
そ
れ
が
鞍
後
の
酪
農
奨
働
で
、
わ
ら
を
も
つ

か
み
た
い
農
家
に
ひ
ろ
が
っ
た
。

岩
泉
町
を
中
心
に
小
本
川
流
域
の
村
A

が
そ
れ
で
あ
る
が
、
そ

の
影
響
を
受
け
、
ま
た
土
日
の
牛
背
交
通
、
し
た
が
っ
て
牛
飼
育
の

倖
統
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
酪
農
の
盛
ん
な
と
こ
ろ
は
、
岩
手
郡

葛
巻
町
を
中
心
に
馬
淵
川
上
流
の
村
々
、
下
閉
伊
郡
宮
古
町
を
中

心
と
す
る
閉
伊
川
の
流
域
、
気
仙
川
流
域
の
気
仙
郡
世
田
米
町
よ

り
下
流
の
村
A

等
で
あ
る
。
(
こ
の
ほ
か
北
上
山
地
以
外
で
は
戦

後
、
農
林
省
で
集
約
麟
農
地
域
に
指
定
し
た
岩
手
山
麓
地
帯
や
北

上
卒
野
の
水
田
翠
作
地
帯
が
あ
る

J

こ
れ
ら
の
酪
農
農
村
は
、
事
情
は
必
ら
ず
し
も
同
じ
く
な
い
が
、

従
来
の
食
糧
自
給
の
二
年
三
作
と
、
飼
料
耕
作
と
を
い
か
に
調
節

す
る
か
に
問
題
が
あ
り
、
営
農
を
全
面
的
に
酪
農
に
き
り
か
え
る

こ
と
は
困
難
と
し
て
も
、
ヒ
エ
の
重
要
性
は
、
そ
の
他
の
養
畜
型

よ
り
は
へ
り
の
J

つ
あ
る
主
う
で
あ
る
。

〔
第
四
〕
最
後
の
、
も
う
一
づ
の
型
は
馬
と
役
肉
牛
の
雌
見
方
に

重
賠
の
あ
る
も
の
、

北
上
山
地
南
部
に
み

ら
れ
る
も
の
で
あ
る

飼育戸数の割合〈気仙郡上有佐和

市戸数|馬線戸数に濁する飼育戸数

γ-~I 馬 役肉牛 乳牛

計

頭数|

第五表

-% 3% 2% 

8 32  

30 33 8 

57 34 15 

63 45 30 

75 75 31 

11 

84頭

30 

235頭

36 

262頭

545 

(
こ
れ
は
賓
は
村
と

し
て
の
統
計
か
ら
い

っ
て
い
る
の
で
、
飼

養
農
家
が
同
じ
か
別

か
を
調
べ
て
み
た
の

で
は
な
い
か
ら
、
さ

ら
に
検
討
を
要
す
る

の
で
あ
る
が
)
、
気

仙
郡
上
有
住
村
を
そ
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の
例
と
し
℃
第
一
表
に
示
し
た
。
こ
こ
で
馬
と
役
肉
牛
が
ど
の
主

ラ
た
農
家
で
飼
わ
れ
る
か
を
み
る
と
、
五
反
以
上
(
乳
牛
の
場
合

は
一
五
反
以
上
)
の
耕
地
経
営
農
家
で
、
そ
れ
も
上
居
ほ
ど
飼
育

戸
数
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
る
(
第
五
表
〉
o

こ
こ
で
は
水
田
が

多
く
な
り
、
畑
の
比
率
は
六

O
%と
へ
つ
℃
い
て
、
こ
れ
だ
け
か

ら
も
農
作
物
全
僅
か
ら
み
た
ヒ
エ
の
重
さ
は
へ
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
畑
で
も
タ
バ
コ
、
ダ
イ
コ
ン
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ハ
ク
サ
イ
、

パ
レ
イ
シ
ヱ
寺
の
商
品
化
作
物
が
多
く
な
り
、
ヒ
エ
は
少
な
く
な

る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
牒
南
の
地
帯
で
、
ヒ
エ
に
依
存
し
な
く
な
っ

た
の
は
、
前
に
述
べ
た
第
一
次
大
戦
後
の
務
化
で
あ
る
。
昭
和
六

年
九
年
の
凶
冷
で
北
部
で
は
高
地
水
稲
が
打
撃
を
う
け
た
が
、
南

部
で
は
そ
の
減
作
率
も
比
較
的
少
な
か
っ
た
む
で
、
そ
の
後
も
つ

づ
く
護
電
用
貯
水
池
の
建
設
に
よ
り
開
田
は
順
調
に
す
す
み
、
か

っ
技
術
的
に
水
稲
耕
作
が
安
定
化
し
、
畑
で
も
ム
ギ
|
|
ダ
イ
ズ

の
一
年
二
作
か
、
二
年
三
作
と
し
て
も
ヒ
エ
の
代
り
に
前
述
の
作

物
が
入
り
は
じ
め
た
。

33 

こ
の
傾
向
は
換
金
性
の
あ
る
作
物
を
作
る
と
す
れ
ば
、
ど
こ
で

も
同
じ
で
あ
る
が
、
ト

I
モ
官
コ
シ
は
乾
燥
庭
理
が
む
つ
か
し
く
、

メ
レ
イ
シ
ョ
は
種
・
ィ
モ
代
が
高
く
、
と
も
に
堆
厩
肥
を
多
く
要
す

北
上
山
地
の
科
、
受
え
番

る
。
ま
た
ハ
ク
サ
イ
そ
の
他
の
読
茶
を
中
心
と
す
れ
ば
、
聡
詮
費

や
商
人
に
あ
や
つ
ら
れ
買
い
た
た
か
れ
る
怖
れ
は
十
分
に
あ
る
。

こ
れ
に
く
ら
べ
て
、
ヒ
エ
は
長
年
な
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
安

に
簡
単
で
四
五
反
の
耕
作
で
も
馬
一
頭
の
厩
肥
で
よ
く
、
自
給

を
主
と
し
て
い
る
か
ら
、
生
産
性
の
低
い
こ
と
を
意
に
介
し
な
け

'
レ
ぽ

k

、
h

h

h

¥

A

m

i

h

ミ

オ
に
元
、
刀
た
カ

こ
れ
か
ら
抜
け
で

ら
れ
な
い
わ
け
で

あ
る
。

養苦手の主要階暦(九戸郡大野村)

役肉~ lt I 

第六表

馬 牛

I 699 100 I 59 100 I 74.噌

手L

一戸一%

地

計

耕

徐

セ三E・
同

さ
て
以
上
の
、

何
を
主
と
ナ
る
か

と
い
う
養
畜
の
型

は
何
を
示
す
か
。

ご
く
大
ま
か
に
い

っ
て
、
耕
地
の
虞

さ
、
し
た
が
っ
て
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協
同
階
層
(
山
林
・
採
草
地
等
も
あ
る
か
ら
、
耕
地
の
虞
さ
だ
け
で

き
め
ら
れ
な
い
が
)
の
左
右
す
る
例
を
示
そ
う
(
第
六
表
)
。
こ
れ

は
戸
数
で
も
頭
数
で
も
、
馬
を
飼
育
す
る
の
は
一

O
l一ニ
O
反
の

経
替
規
模
、
役
肉
牛
は
そ
れ
上
り
や
や
低
い
五

i
二

O
反
の
階
層
、

乳
牛
は
も
っ
と
も
高
い
二

0
1五
O
反
の
階
層
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
も
し
も
一
般
的
に
い
え
る
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
ヒ
エ
の

消
滅
な
い
し
残
存
は
、
養
音
と
結
合
し
た
農
業
経
営
の
如
何
に
よ

っ
て
、
き
ま
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
極
言
す
れ
ば
劃
期

的
な
商
品
作
物
を
導
入
し
、
あ
る
い
は
耕
地
の
買
さ
が
念
増
す
れ

ば
別
で
あ
る
が
、
そ
う
で
な
い
か
ぎ
り
馬
や
役
肉
牛
の
飼
育
と
ヒ

エ
と
は
な
が
な
か
縁
が
き
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

お
乙
と
わ
り
手
一
万
に
十
分
な
資
料
、
が
な
い
1

た
め
、
紙
上
に
お
け

る
一
一
腹
心
試
論
に
ナ
ぎ
な
い
。
北
上
山
地
と
い
っ
て
も
岩
手
厳
の
部

分
に
し
か
ふ
れ
て
い
な
い
。
怠
慢
心
た
め
、
岡
地
方
に
闘
す
る
す
ぐ

れ
た
調
査
、
研
究
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
し
て
な
a

い
の
で
、
最
近
心

女
献
は
あ
げ
な
か
っ
た
。
ナ
ペ
て
は
他
日
の
改
訂
に
ま
つ
も
り
で
あ

る
。
本
稿
で
は
十
分
に
利
用
で
き
な
か
っ
た
が
、
相
知
地
で
統
計
牧
集

の
た
め
、
力
を
か
さ
れ
た
松
田
孝
、
佐
藤
博
雨
君
に
お
総
申
す
Q

(
五
六
・
一
・
四
)

4・

2，~2 

也斗ι←一一ー




